
札幌市さぽーとほっと基金制度のあり方について 

■『課題に対する対応策の提案』に関係する集計結果【抜粋】 

（1）基金に対する市民の認知度を高める 

・団体指定寄付の一部を基金の PR 等に使うのを適切とするのは４割超にと

どまる 
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（2）若い世代へ働きかける 

・20～30 歳代はホームページを見て、あるいは活動団体から紹介されて知

った割合が多い。 
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（3）手軽な寄付機会を拡充する 

・「寄付つき商品」が寄付の機会増に有効と答えたのは７割を超える。 

（4）分野指定助成の戦略的運用の検討 

・団体指定寄付は指定団体のみに使用して欲しいとするのが５割を超える一

方、団体指定寄付の一部を公募事業の充実に使うのを適切とするのも５割。 
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（5）寄付申請や実績報告のサポートの充実 

・寄付の際に重視する点として、寄付金の使途が明確であるが一番多い。 
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・事後報告、会計報告や申請書類の作成が大変との意見が多い 

【※団体向けアンケート】 
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